
 

 

 

 

 ２年生就職希望者面談実施中 
 

 １月２７日より、進路アドバイザー小川さんと２年

生就職希望者との面談を実施しています。現時点での

希望を伝え、今後どのような進路が考えられるか、一

人ひとりがアドバイスをいただいています。 

 あと２ヶ月弱で３年生。そろそろ自分の進路を真剣

に考え、面談でのアドバイスや卒業生の声などを参考

にしながら、早めに企業研究を始めてください。 

 

 

  合格体験記⑤   
 

 今回で３年生の合格体験記は終了です。今年度は２１名全員が、進路活動をするにあた

り、どんなことをして、どんなことを感じているのかを書いてくれました。１・２年生の

皆さん、先輩の体験記から、自分にとって今やらなければならないことは何か、これから

どんなことに気をつけて生活すべきかをよく読み取り実行に移してください。 

 

● ３Ａ 小林 勝弥 「Ｗiz 国際情報自動車大学校 自動車工学科」 

私はオープンキャンパスにもっとたくさん行っておけばよかったと思いました。私は６回行きま 

したが、友人や先輩たちや知り合いなどは１０回以上、多い人では２０回以上行っていると聞きま

した。行った分だけその学校や自分に合った職業についての情報を得ることができます。進学を希

望している人は是非オープンキャンパスや体験入学に行ってください。頑張ってください。 

 

● ３Ｂ 阿部 凪紗 「国際情報ビジネス公務員大学校 こども保育科」 

私が、受験する上で時間をかけてやっておけばよかったと思うことは面接練習です。私は面接練

習を三回しかやりませんでした。やはり、三回だけでは、受験当日も緊張してしまって上手に話せ

なかったりする所があったので、もっと練習しておけば良かったと思いました。 

 やっていて良かった事は、先生に言われて、面接ノートを作ったことです。自分で質問と自分な

りの解答を書いて、それを先生に直してもらったことです。予想していた質問がいくつも出たので、

やっておいて良かったです。 

 私は面接練習をするのが嫌で、先生方に頼まなかったのですが、本番になって、もっと練習して

おけば良かったと何度も思ったので、嫌でもやらないと私みたいに後悔することになってしまいま

す。嫌な事があっても逃げ出さないで、最後まで諦めないで頑張ってください！ 
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● ３Ｂ 伊藤 柊哉 「Ｗiz 国際情報工科自動車大学校 一級自動車工学科」 

私は、小学生の頃から自動車整備士になりたいと思っていました。そのため、高校１年生の頃か

らオープンキャンパスに何度も参加をしました。そのおかげで先生と仲良くなり、ＡＯ入試で聞か

れる質問などを何個か教えてもらえました。先生と仲良くなれば専門学校入試の事をすぐメールで

聞いたりできるので、オープンキャンパスは何度も行ったほうがいいと思います。 

 早めにやっておけば良かったと思うことは面接練習です。ＡＯ入試で内々定をもらえてうかれて、

特待生の受験に面接練習をほぼやらないで行きました。その結果聞かれた内容にすぐ答えられなか

ったり、「分からないです。」と言うことが多くなってしまいました。ですから面接練習は絶対に何

回も何回もやったほうがいいと思います。何回やっても自分が損するという事はありません。 

 

● ３Ｂ  佐藤 優斗 「国際アート＆デザイン大学校 メディアデザイン科」 

私は、進路を決めるのに時間がかかりました。就職と進学どちらにするか迷っていました。そこ

で自分は何をやりたいのかを考えました。まず私は接客業ではないものをやりたいと思いました。

ならば何かをつくる仕事のほうが良いと考えていたときに、私は風景画を見るのが好きだと気付き、

私もデザインをしたいと思い、デザインの学校にしました。 

進学する上で大変だったのは願書書きです。間違えたら最初からやり直して書くことになってし

まうので大変でした。願書を書くにあたって良かったことは、音楽祭の指揮者をやったことです。

指揮者をやったおかげで、願書がとても書きやすくなりました。例えば自己ＰＲで自分の長所を言

ったときに、体験談として書くことができたのでやっていて本当に良かったと思いました。何かし

ら体験談を作っておくと、とても良いと思います。 

 

● ３Ｂ 清水 国賢 「国際アート＆デザイン大学校 マンガクリエイト科」 

私は、進学先を決めるにあたって、オープンキャンパスに高校一年の頃から参加するようにして

いました。しかしその頃は、絵を描くことを仕事にしたいと思っていましたが、まだ学科で悩んで

いました。ですが何回もオープンキャンパスに参加することによって、自分が絵で何をしたいのか

が見えてくるようになりました。よって、将来を決めるためには、積極的にオープンキャンパスや

職場体験に行くことをお勧めします。 

 これらのことを早いうちに行うことができれば、実際に、自分がこの学校や職種に合っているか

を理解することができます。今のうちから興味のあることを見つけ、できれば親ともオープンキャ

ンパスに参加するといいと思います。そうする事で親にも理解してもらえるので、頑張ってほしい

と思います。 

 

● ３Ｂ 古屋 来海「国際医療看護福祉大学校 看護学科」 

私は幼い頃、手術をするために病院に入院したことがあり、その時から看護師になりたいと思っ

ていました。私が学校を決めたのは高３になってからです。この学校に私は行きたいと母に言った

ら反対されました。行きたいと思っていない学校に行くことになりそうでしたが、納得できず母を

オープンキャンパスに連れて行きました。その事がきっかけで母にも良さを知ってもらい、この学

校に決めました。 

 私は高校に入学してから、テストが近かったら苦手な問題や苦手な教科を優先して勉強しました。

勉強は面倒だと思うかもしれませんが、進学をするにしても就職をするにしても成績が良いほうが

絶対に有利です。なので、今のうちからしっかり勉強しましょう！また、ボランティアや委員会の

委員長になるなど自分から積極的に行動すると自分の利になるので、大変ですが頑張ってくださ

い！ 



 

  

 


